
自
治
連
合
会
役
員
は
午
前
８

時
30

分
に
井
原
大
橋
下
へ
集

合
。
４
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
土
砂

が
入
っ
た
土
の
う
袋
を
回
収
し

て
は
中
身
を
取
り
出
し
、
市
役

所
の
ダ
ン
プ
カ
ー
へ
積
み
替
え

る
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

荷
台
が
満
杯
に
な
る
と
市
の

処
分
場
へ
二
度
搬
送
。
今
年
の

土
砂
の
量
は
約
４
ト
ン
と
や
や

少
な
く
、
午
前
10
時
頃
に
は
す

べ
て
の
作
業
を
終
え
た
。

毎
月
第
１
日
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
る
郷
社
一
斉
清
掃
が
６
月

７
日
、
倉
掛
夏
目
の
氏
子
を
は

じ
め
、
総
代
や
敬
神
会
の
関
係

者
約
30

人
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。

郷
社
清
掃
は
６
月
か
ら
９

月
ま
で
は
午
前
８
時
か
ら
。

10
月
か
ら
５
月
ま
で
は
午
後

１
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間

程
度
行
っ
て
い
る
。

大
久
保
克
郎
総
代
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
伸

び
て
く
る
雑
草
と
の
戦
い
で

す
。
倉
掛
夏
目
の
皆
様
に
は

一
人
で
も
多
く
ご
協
力
願
い

た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。

倉
掛
少
年
団
春
季
資
源
回
収

が
６
月
７
日
、
下
町
の
佐
藤
物

産
㈱
を
集
積
所
に
実
施
さ
れ

た
。

気
温
が
上
昇

し
始
め
た
午
前

８
時
30
分
、
Ｊ

Ａ
晴
れ
の
国
岡

山
井
原
支
店
駐

車
場
へ
団
員
と

育
成
会
員
ら
約

38
人
が
集
合
。

西
山
加
菜
育
成

会
長
か
ら
作
業

上
の
注
意
を
聞

き
、
そ
の
後
、

集
積
所
へ
徒
歩

で
移
動
。
ト
ラ

ッ
ク
に
分
乗
し
て
家
々
の
前
に

出
さ
れ
た
新
聞
や
古
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
担
当
区
域
別

に
回
収
し
、
午
前
中
に
は
ほ
と

ん
ど
の
作
業
を
終
え
た
。

同
日
、
側
溝
掃
除
の
土
砂
回

収
を
終
え
た
片
岡
秀
憲
会
長
ら

自
治
連
合
会
は
、
今
回
も
役
員

６
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
た
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
の
西
山

加
菜
会
長
は
「
倉
掛
地
区
の
皆

様
に
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

礼
を
述
べ
て
い
た
。

消
防
井
原
分
団
第
３
部
が
６

月
７
日
、
倉
掛
及
び
夏
目
の
暗

渠
清
掃
作
業
を
行
っ
た
。

午
前
６
時
30
分
か
ら
元
大
西

歯
科
医
院
前
の
側
溝
（
写
真
）

と
暗
渠
の
土
砂
を
取
り
除
き
、

続
い
て
倉
掛
公
園
北
、
夏
目
の

広
島
銀
行
北

の
暗
渠
な
ど

計
５
カ
所
の

清
掃
作
業
を

行
っ
た
。

午
前
10
時

ご

ろ

か

ら

は
、
倉
掛
15

－

１
組
近
く

の
水
源
を
使

っ
て
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の

試
運
転
も
実

施
し
た
。

令
和
２
年
７
月
５
日
に
開
催

予
定
だ
っ
た
第
67
回
岡
山
県
消

防
操
法
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
令
和
３
年
度
に
開
催
延
期

と
な
っ
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡秀憲

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

倉
掛
地
内
の
側
溝
清
掃
に
よ
っ
て
出
た
土
砂
の
回
収
が
６

月
７
日
、
自
治
連
合
会
役
員
を
中
心
に
地
元
住
民
ら
の
協
力

を
得
て
行
わ
れ
た
。

倉
掛
少
年
団
資
源
回
収

ダ
ン
プ
で
約
４
ト
ン
搬
送

全
域
の
側
溝
清
掃

住民と作業連携

暗渠清掃に汗流す
消防井原分団第３部

倉掛山岳同好会

倉 掛
自治連

回収したダンボールなどを運ぶ団員ら

「
郷
社
清
掃
に

ご
協
力
を
…
」

井原発（つどえ～る）→笠岡ＩＣ⇒
6：30

⇒しまなみ海道⇒松山ＩＣ→

→道の駅みかわ→高原ふれあい天狗荘…
11：00

…カラマツ林高原コース(標高1400ｍ)…
ガイド付散策・約９０分

…高原ふれあい天狗荘（昼食）→

→道後温泉本館（入浴）→今治ＩＣ⇒
16：00～17：30

⇒しまなみ海道⇒笠岡ＩＣ→井原着
20：30

倉掛山岳同好会が愛媛県と高知県に

またがる四国カルスト（カラマツ林高

原コース・標高1400m）を歩き、道後

温泉本館で入浴する日帰りツアーを計

画しました。

とき：９月１３日（日）

会費：１万６０００円

募集：１５人（定員になり次第締切）

申込金１万円を添えて申込む

窓口：つどえ～るへ

090-7890-6299（渡辺）



倉
掛
少
年
団
ミ
ニ
運
動
会
が

倉
掛
公
園
で
６
月
28
日
、
団
員

や
育
成
会
員
ら
約
40
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
た
。

こ
の
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
井
原
町
大

運
動
会
や
少
年
団
球
技
大
会
な

ど
が
次
々
と
中
止
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
団
員
ら
に
元
気

を
取
り
も
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
企
画
し
た
も
の
。

数
日
前
は
雨
が
心
配
さ
れ
て

い
た
が
、
時
折
青
空
も
見
ら
れ

る
好
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
９
時

に
開
会
。
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
を

皮
切
り
に
二
人
三
脚
、
学
年
別

対
抗
長
縄
跳
び
、
宝
釣
り
の
４

種
目
を
楽
し
ん
だ
。

倉
掛
５

－

１
組
付
近
を
自
転

車
で
通
っ
て
い
た
同
４
組
の
女

性
（
69
）
が
６
月
22
日
正
午
ご

ろ
、
得
体
の
し
れ
な
い
小
動
物

と
遭
遇
し
た
。

女
性
は
そ
の
動
物
が
フ
ー
ッ

と
息
を
吐
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
に
立
ち
周
囲
の
様
子
を
う
か

が
う
姿
を
見
て
「
タ
ヌ
キ
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
と
い
う
。

そ
の
直
後
に
通
り
か
か
っ
た

男
性
（
71
）
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
鼻
筋
の
白
い
ア
ナ
グ
マ

を
パ
チ
リ
。
「
こ
の
辺
で
見
た

の
は
２
回
目
。
地
中
に
穴
を
掘

っ
て
住
み
着
き
、
周
辺
の
水
路

を
通
っ
て
い
る
ら
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
行
事
を
控
え
て
い
た
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
活
動
を
再
開
す

る
。
県
が
先
般
「
外
出
は
原
則

自
由
」
の
方
針
を
打
ち
出
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。

７
月
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
を
使
っ
て
マ
グ
ネ
ッ
ト
フ
ラ

ワ
ー
を
作
る
。

山
岡
由
紀
恵
会
長
は
「
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

日
時
：
７
月
16
日

10
時
～

場
所
：
つ
ど
え
～
る

内
容
：
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
で

花
の
飾
り
物
を
作
る

会
費
：
無
料

※

ス
タ
ッ
フ
は
ハ
サ
ミ
を
持

参
、
９
時
ま
で
に
集
合
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7/ 4  郷社足次山神社役員会

7/ 5  郷社倉夏氏子清掃 8:00～

7/ 5  井原分団第３部試運転日

7/12  つどえ～る手話体験講座

7/16  サロンあすは交流会

※別記参照

7/18  倉掛自治連合会役員会

7/18-19 倉掛少年団キャンプ

8/ 1  少年団ラジオ体操（8/9迄）

8/ 2  倉掛少年団公園清掃奉仕作業

8/15  倉掛自治連合会役員会

8/22-23 つどえ～るフェスタ2020

8/23  井原小学校・ＰＴＡ奉仕作業

9/13  倉掛山岳同好会・散策ツアー

※別記参照

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

現在休止中です

※つどえ～る金曜朝市

現在休止中です

様々な体験を通して人の輪を広げ、生涯学習を

実践している倉掛パソコンクラブが６月２７日、

つどえ～るであった初心者将棋教室に参加した。

講師を務めたのは倉掛１６組の川田昭典さん。

最初に解説用の大型将棋盤を使って並べ方などの

説明があり、その後、４人で一面の将棋盤を囲み、

補助員から駒の動かし方を教わった。

倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛PCが初心者将棋教室受講（6/27)

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

最
近
は
、
こ
の
言
葉
も
ほ
と
ん
ど

使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

か
つ
て
の
日
本
社
会
に
は
、
「
近

く
で
助
け
合
う
」
最
小
の
近
所
つ
き

あ
い
の
単
位
と
し
て
、
「
向
こ
う
三

軒
両
隣
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

し
た
。

ご
近
所
ど
う
し
で
子
育
て
を
お
互

い
に
見
守
り
あ
っ
た
り
、
家
事
や
介

助
な
ど
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
で

お
互
い
に
助
け
あ
っ
た
り
と
、
「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
は
家
族
に
次
い
で

接
触
の
多
い
生
活
仲
間
で
し
た
。

ま
た
、
地
域
ご
と
に
「
お
大
師

講
」
と
呼
ば
れ
る
習
わ
し
が
あ
り
ま

し
た
。
「
お
大
師
講
」
は
弘
法
大
師

（
空
海
）
の
お
仏
像
ま
た
は
御
影
を

掲
げ
て
般
若
心
経
な
ど
を
唱
え
て
拝

ん
だ
あ
と
、
組
内
で
の
連
絡
ご
と
や

相
談
ご
と
等
を
す
る
寄
合
の
場
で
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
時
代
と
と
も
に

「
お
大
師
講
」
も
行
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

近
年
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
・

世
帯
の
減
少
に
加
え
、
単
身
、
核
家

族
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、
世

帯
構
成
も
様
々
で
あ
り
、
そ
の
世
帯

ご
と
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く

異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
時
代
と
と
も
に
生
活
環
境

や
人
々
の
考
え
方
な
ど
が
「
集
団
」

か
ら
「
個
人
」
へ
と
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
人
間
関

係
が
希
薄
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

幸
い
に
も
倉
掛
自
治
会
の
活
動
に

お
い
て
は
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご

協
力
に
よ
り
順
調
で
す
が
、
自
治
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
お

り
、
自
治
会
あ
り
き
型
の
組
織
に
よ

る
も
の
で
な
く
、
少
し
で
も
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
組
織
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

副会長 佐 能 敏 政

サ
ロ
ン
あ
す
は
活
動
再
開

倉
掛
地
内
の
水
路
で
パ
チ
リ

スプーンレース

倉

掛
少
年
団
が

ミ
ニ
運
動
会

ア
ナ
グ
マ
の
そ
の
そ

７
月
16
日
10
時
よ
り

つ
ど
え
～
る
で
開
催

～自治会活動を
取り巻く環境～

跳
ぶ
方
も
縄
を
回
す
方
も
長
縄
跳

び
は
大
変

大接戦の二人三脚


